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【緒言】近年エクソソームと呼ばれる 30 ~ 100nmの細胞外ベシクルが新規バイオマーカー候補と

して注目を集めている。エクソソームは不均質な粒子集団であり、その正確な情報を得るために

エクソソームの 1粒子分析法が探求されている。我々はチップ電気泳動法と暗視野観察法を組み

合わせて、エクソソームのゼータ電位および表面の糖タンパク質を 1粒子レベルで分析する手法

を開発してきた[1]。しかしこれまで、本分析系での検出サイズ限界は未評価であった。そこで今

回は、粒径の小さなエクソソームを評価できる暗視野光学系を確立させることを目指して、粒径

を単分散にコントロールすることが可能なポリイオンコンプレックスミセル(PIC ミセル) [2]の観

察を行った。 

【実験方法】エクソソームのモデル粒子として 40nm の PIC ミセルを用いた。ガラス基板上にポ

リジメチルシロキサン(PDMS)を用いてミセル観察用のウェルを作製した。PDMSウェルの端面は、

レーザの散乱を抑えるため平坦になるよう作製した。ウェルに PBS(pH=7.4)でサスペンドした PIC

ミセルを導入し、レーザをウェル側面から入射させ、生じた散乱光を対物レンズに集光させ、

CMOSカメラで撮像した。 

【結果】PIC ミセルの暗視野像を Fig.1(a)に示す。PIC

ミセル導入時(Fig. 1-(a))には、PBS 導入時(Fig. 1-(b))

では観察されなかった粒子が観察された。 

【結言】粒径 40 nmの PIC ミセルを暗視野観察した。

今後は観察できた粒子の粒径分析を進めるとともに、

マイクロ流路中での PICミセルの観察を目指す。 
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Fig. 1 Dark-field images of PIC-micelles (a) and 

PBS (b) in the PDMS well (scale bar 100 m) 
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